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本調査の結果、南相馬市内に「MICと連携したポストインキュベーション機能を有する新たな産業支援施設」を整備する
ことについての必要性や有効性は認められた。また、旧小高商業高等学校を産業支援施設として利活用する実現可能性につ
いても高いと考えられるが、若年層や企業等が定着するためには「まち」の魅力向上が必須との指摘もあることから、小高
区の総合的なまちづくり計画の推進を踏まえた対応にも留意が必要である。
インキュベーション施設の方向性については、ロボット・ドローン産業に焦点を当て、福島国際研究教育機構(F-REI)との

連携を核とし、技術シーズの地域定着を目標とした方向性が現実的で地域への貢献も大きいと考えられる。並行して南相馬
市の宇宙産業構想の進捗状況や、具体的な企業ニーズの動向などを注視しながら、中長期的な視点で航空宇宙産業の産業集
積の検証を進めることを提案する。

旧小高商業高等学校の産業支援施設整備に向けた可能性調査業務委託報告書(概要版)

本調査業務は、各種基本調査・施設の現況調査・類似/参考事例調査・企業/団体等へのインタビュー調査等を行い、旧小高
商業高等学校の産業支援施設整備に向けた可能性を調査したものである。その結果（概要）は以下の通りである。

１．調査結果

提案のポイント：
◼ F-REIの技術シーズの産業化支援を南相馬市が伴走型で支援する施設を整備
◼ 入居・参入した事業者が地域定着するための地域交流等の支援も施設で主催する
◼ 南相馬市の宇宙産業構想の進捗状況に併せ、機能拡張等の開発余地を残し、柔軟性を確保する

期待される効果：
◼ F-REIの技術シーズの産業化・地域定着を通じた地域新産業の創出
◼ 南相馬市内の金属・機械関連製造業者の新規事業領域への参入機会の創出
◼ ロボット・ドローン産業/航空宇宙産業の事業者の地域参入障壁の引き下げ

２．新たな産業支援施設の位置付け・役割

市内の既存の産業支援施設との連携及び棲み分けを考慮して、本施設は、MICを主体とした市内のメインインキュベーショ
ンから自社工場の設立までのギャップを埋める、ポストインキュベーション施設として事業者を支援する役割を担うべきと
考えられる。また、浪江町のF-REIや原町区のMIC・RTFといった周辺施設に対して、小高区が地理的に中間に位置している
点も考慮し、F-REIとの連携における市の窓口としての役割も期待できる。

このように、本施設は事業者の事業内容をスケールアップできる環境を有すとともに、F-REIをはじめ、行政・市内事業者
等との連携・支援体制の機能強化を図ることによって、ベンチャー企業等のチャレンジを応援する体制の一翼を担うことが
できる。



3．現況調査の結果

北側校舎・柔剣道場・体育館は、安全性及び経済性の観点から利活用のハードルが高いと考えられる。南側校舎は、残置
し利活用するケース、除却して必要な機能に適した建物を新築するケース、それぞれの経済合理性を比較検証する必要が
あると言える。

※耐震補強の内容は詳細調査が必要。※既存施設の利活用においては電気・機械設備の全面的な改修が必要

4．施設機能の配置イメージ

MICとの連携や相乗効果の創出、インタビュー調査で意見のあったMICの課題点、MICから自社工場設立までの事業
フェーズのギャップ、といった点を考慮し、ポストインキュベーションを支援する施設として、区画面積の大きな貸工場
が充実した産業支援施設のケースとして機能配置の検証を行った。
花巻市起業化支援センターの施設機能と規模を参考とし、小高区で研究者が滞在する上で必要と考えられる宿泊機能や

商業機能、小高区の街の魅力を高める一般開放機能を付帯機能として設定した。

南側校舎のみ利活用(改修)するケース
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